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PASSAGE ONE 

 

私のむすめは、5才の時に交通(a)じこにあい、歩くことができなくなりました。ずっと車い

すをつかっています。小学校に入る時、むすめは「ようち園の友だちと同じ学校に行きた 

い」と言いました。しかし、歩けない子供がふ通の学校で勉強するのはとてもむずかしいの

です。教室が高いところ、たとえば3がいにあると、ひとりではとても行き(i)にくいです。

家ぞくのだれかがそばにいて、教室につれて行くことができたらいいのですが、みんな仕事

があるので、学校にずっとい(ii)てやることはできませんし、先生も(b)いそがしいのです。

そこで、歩けない子供のために作られた私立の小学校を見学する(iii)ことにしました。(c)か

た道1時間もかかることがもんだいですが、まい朝、学校でむすめをあずけたあとは、じゅ

ぎょうが終わってから6時までの時間にむかえに行けばいいので、とても(d)つごうがいいの

です。人間の体のことをよく知っている(e)親切な先生ばかりですし、たて物も、車いすでう

ごくのがかんたんなように作られているので、とても安全です。ふ通の子供と同じ学校に行

くと、自分だけできないことがあっ(iv)たり、とくべつな目で見られたりして、かなしい思

いをすることもきっとある(v)でしょう。むすめは、今では新しい友だちができ、学校を楽し

んでいます。 
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For 

Examiner's 

Use 

もんだい 1 

(a)～(e)のことばはどういういみですか。最も近いと思うものに○をつけてください。 

 

(a) じこ 

1  道を歩くためのきかい 

   

2  乗り物 

   

3  まちがっておきてしまったできごと [1] 

 

(b) いそがしい 

1  いろいろなことができる 

   

2  しなければならないことがたくさんある 

   

3  やりたいと思う心がある [1] 

 

(c) かた道 

1  あるところからべつの場所へ行く道 

   

2  あるところへ行き、帰ってくるまでの道 

   

3  車で行く道 [1] 

 

(d) つごうがいい 

1  べんりである 

   

2  お金があまりかからない 

   

3  そうする必要がない [1] 

 

(e) 親切な 

1  勉強をたくさんしている 

   

2  親のようにきびしい 

   

3  ほかの人にやさしい [1] 

 [Total: 5] 
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Examiner's 

Use 

もんだい 2 

(i)～(v)のひょうげんをつかって、文を作ってください。テキストと同じ文を書 

いてはいけません。 

 

(example)...ことができます 

私のお父さんは、みっつの外国語をはなすことができます。 

 

 

(i) ...にくい （4行目）  

 

 

(ii) ...てやる （6行目）  

 

 

(iii) ことにする （9行目）  

 

 

(iv) ...たり （14行目）  

 

 

(v) でしょう （15行目）  

 

 

 [Total:5] 
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Examiner's 

Use 

もんだい 3 

 

下のしつもんに日本語で答えてください。テキストの文とぜんぶ同じ文で答え 

てはいけません。自分のことばで書いてください。 

 

(a) この文を書いた人のむすめはいつ歩けなくなりましたか。 

 [1] 

 

(b) どうして歩けなくなりましたか。 

 

 [2] 

 

(c) この女の子がふ通の小学校に行きたいと思ったのはどうしてですか。 

 

 [2] 

 

(d) この女の子がふ通の学校に行くのがむずかしいのはどうしてですか。 

 

 [2] 

 

(e) そんな時、だれがどうすれば、もんだいがないと言っていますか。 

 

 [2] 

 

(f) この人は、むすめをいつ小学校にむかえに行きますか。 

 

 [2] 

 

(g) この私立の学校が安全なのはどうしてですか。 

 

 [2] 

 

(h) ふ通の学校に行ったら、どうしてかなしい思いをするだろうと思うのですか。 

 

 [2] 

 [Content: 15, Language:5] 
 [Total: 20] 
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PASSAGE TWO 

 

私は生まれた時から目が見えないので、小学校は、目の見えない子どもや耳の聞こえないこ

どもばかりをあつめた学校に行きました。どんな学校でも、そろばんや書道はしますが、と

くべつな教か書で勉強をするのは、このような学校だけでしょう。しかし、どの中学校に入

学するかをきめる時、私は、ふ通の人と同じ学校に行きたいと言いました。 

12才になった私は、家ぞくや先生のたすけがないと勉強できないことをつらいとかんじたの

です。とくにくるしかったのは、ほかの人がそばにいないと、何もできないということでし

た。中学校では、それとはちがう人になりたかったのです。ふ通の学校で、自分のことは自

分でやり、いつか、「目が見えないから、できない」と言わない大人になりたいと思いまし

た。目の見えない人も、ほかの人たちと同じように生きることができるはずです。ふ通の子

供といっしょに勉強するのは大へんですが、一生けんめいやれば、できないことではありま

せん。学校の人など、まわりの人たちが、私たちに何がひつようなのかわかっていて、少し

だけたすけてくれたら、みんなといっしょに大きくなってゆけるのです。 
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もんだい 4 

 

下の文に日本語で答えなさい。テキストの文をそのまま書かず、自分のことばを使っ

て書いてください。 

 

(a) この人が行った小学校には、この人のような子どものほかに、どんな子どもが 

 いましたか。 

 [2] 

 

(b) 小学校では、ふ通の学校ではしない、どんなことをしましたか。 

 

 

 

 

 

(c) ふ通の中学校に行きたかったのは、どんなことをかんがえたからですか。 

 [3] 

 

(d) 中学校では、どんな人にはなりたくないと思いましたか。 

 [2] 

 

(e) ふ通の学校に行くと、どんな大人になれると思ったのですか。 

 [3] 

 

(f) ふ通の子どもといっしょに勉強するためには、自分のすることのほかに、ど 

 んなことがひつようだと言っていますか。 

 [3] 

 

 [Content: 15, Language :5] 
 [Total: 20] 

 [2] 
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(a) テキストの文は、それぞれ、歩けない子どもや目の見えない子どもは、どんな 

 学校に行くのがいいと言っていますか。 

(b) それについて、あなたはどう思いますか。 

 

日本語で150字ぐらいで書きなさい。 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

 [Content: 10(a) + 5(b), Language: 5] 
 [Total: 20] 


